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発生量の根拠（調査結果）

防除のポイント

月の増減傾向

増減傾向の根拠 発病葉率の平年の発生推移から、12月より発生量は減

少すると考えられる。

・老葉や病葉は発生源になるので除去し、施設外に持ち出し処分する。

・過繁茂を避け、透光通風を良くする。

・多湿条件で発生し、その後乾燥が続くと被害が拡大するため、湿度管理に注意する。

・多発すると防除が困難になるため、予防散布に重点をおく。硫黄粉剤による予防は効果が期

待できる。

作物 ゴーヤー(施設)

病害虫名 うどんこ病

月の発生量（現況）
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